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岩屋中だより 
令和 7年７月１８日 ＮＯ１２ 

発行 長崎市立岩屋中学校 

文責：校長 川口 猛 

１学期が終了 

１学期の終了にあたり、終業式で話した際のスライドを紹介します。 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できた自分がいれば、できなかった自分もいて、すべてをパーフェクトにできるわけではありません。しかし、『できなかっ

た』のか『できるのにしなかった』かを見極めることは大切と思うのです。それを振り返るのが、終業式である本日。本日は

節目なわけです。私たちがまっすぐ育っていくには、竹のように節目が重要だと思うのです。きちんと振り返り、なぜやろうと

しなかったのかを振り返ることができれば、次なるステップにつながると思います。 

 さて、この夏休みは、自分を大切にするということを最後に触れました。自分を甘やかすと追うことではなく、自分を高める

という意味です。上半期の成績がでるのは 9 月下旬です。そこまで、まだ十分に時間があります。夏季休業中の課題は勿

論のこと、実力テストもあります。９月に入ってからの授業への備えだってある。夏休みは勝負所だということを話しました。 

 ところで、この夏休みの中で最も大切なことに触れて話を終わりました。それは、スライドの中に赤で囲んだ内容です。安

全第一です。夏休みは、リフレッシュをかねているのも事実です。そのリフレッシュをかねている最中に事故などに巻き込ま

れないこと、事故にあわないことが最も大切です。元気な顔で８月２５日の授業開始日に笑顔いっぱいで登校できること

が大切です。プラス、普段なかなかできない家の手伝いなどを進んで行うと、自分も幸せ、家族も幸せにつながるのでは

ないでしょうか。生徒の皆さんは、やればできる。できる力を奥底に持っています。 

お知らせ 

〇８月９日は登校日です。 

〇２学期の始業式は、９月１日ですが、８月２５日（月）から授業は開始いたします。午前中３時間です。給食はありません。 

〇8月２９日は実力テストがあります。 

〇実力テストに伴い８月２６日から部活動停止です。 


